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移民2世苦難の記憶

レでの日々を振り返る
楠本男さん（右）と、娘のソ二
アタカコ楠本さん＝神戸新聞
社（撮影・小林良多）

頼義露「我々の努力が両国友好の礎」

パリで日本ブラジル修好通商航海
条約調印

初めての移住者781人を乗せて笠戸丸
が神戸港を出港

日本移民がパラナ州北部の開拓を
哩＿＿＿＿

移住者が出航前に過ごす国立移民
収容所（旧神戸移住センター）が完成

戦前最後のブラジル移民船が神戸港

を軍港
ブラジル政府は日本との国交断絶
を通告

17家族が戦後移民第一陣として
補戸活からアマゾンへ出発

補戸港最後の移民船鴫くらじる丸」が
出港
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1
2
0
年
前
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
修
好
通
商
航
海
条
約
を
結
び
、

神
戸
港
か
ら
多
く
の
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
。
神
戸
市
須
磨

区
の
楠
本
昇
さ
ん
（
8
6
）
の
両
親
も
そ
う
だ
っ
た
。
貧
し
さ
か
ら
抜
け

出
す
た
め
選
ん
だ
遠
い
異
国
で
の
暮
ら
し
は
苦
難
の
連
続
だ
っ
た

が
、
黙
々
と
働
き
、
生
活
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
楠
本
さ
ん
は
「
原
生

林
を
切
り
開
い
て
生
き
て
き
た
日
々
を
思
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
も
日
本

も
大
き
く
発
展
し
た
」
と
振
り
返
る
。
　
　
　
（
鈴
木
久
仁
子
）

1
9
2
6
年
、
三
重
県

出
身
の
元
宣
人
夫
婦
が
子

ど
も
を
連
れ
、
神
戸
港
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
っ

た
。
楠
本
さ
ん
は
、
夫
婦

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
て
3

年
目
に
生
ま
れ
た
。

昇
さ
ん
に
よ
る
と
、
一

家
が
最
初
に
赴
い
た
コ
ー

ヒ
ー
農
園
の
主
は
食
料
し

か
く
れ
ず
、
給
料
は
3
年

間
未
払
い
。
衣
服
も
生
活

用
吊
も
買
え
ず
、
逃
げ
出

し
た
と
い
う
。
み
そ
も
し

よ
う
ゆ
も
な
く
、
脂
っ
こ

い
干
し
肉
や
干
し
魚
は
口

に
合
わ
な
か
っ
た
。
母
は

な
じ
め
ず
、
「
日
本
に
帰

り
た
い
」
と
よ
く
泣
い
て

いた。そ
の
後
、
父
親
は
網
作

り
の
農
園
で
働
く
よ
う
に

な
っ
た
。
昇
さ
ん
も
6
歳

か
ら
農
園
で
働
き
、
父
親

年

　

年

　

年

　

年

を
支
え
た
。
若
い
綿
の
木

に
群
が
る
巨
大
な
ア
リ
た

ち
を
煙
を
い
ぶ
し
て
退
治

す
る
の
が
仕
事
だ
っ
た
。

一
家
全
員
が
昼
夜
休
み
な

く
働
い
た
。
「
み
ん
な
そ
う

だ
か
ら
、
つ
ら
い
と
も
思

わ
な
か
っ
た
」
と
昇
さ
ん
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ

た
こ
ろ
、
的
歳
だ
っ
た
昇

サ
ル
、
ヘ
ビ
、
ピ
ュ
ー
マ
な
ど
が
い
る
原
生
林
を
切

り
開
き
、
町
を
つ
く
っ
た
＝
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
ナ
州

（
1
9
5
3
年
、
楠
本
昇
さ
ん
提
供
）

さ
ん
は
「
日
本
の
た
め
に

働
き
た
い
」
と
叔
父
の
い

る
朝
鮮
半
島
に
行
く
こ
と

を
決
意
。
千
人
針
を
授
か

り
、
壮
行
会
で
送
り
出
さ

れ
た
が
、
業
者
に
だ
ま
さ

れ
、
渡
航
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
「
あ
の
時

は
悔
し
か
っ
た
」
と
振
り

返る。一
家
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

か
ら
、
パ
ラ
ナ
州
北
部
へ

転
居
。
サ
ル
や
ピ
ュ
ー
マ

の
い
る
原
生
林
を
切
り
開

き
、
精
米
所
や
綿
な
ど
の

仲
介
業
を
営
ん
で
板
を
下

ろ
し
て
い
っ
た
。

昇
さ
ん
は
現
地
の
日
系

人
と
結
婚
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

初
め
て
キ
ウ
イ
栽
培
を
成

功
さ
せ
た
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
や
日
太
文

化
を
継
承
す
る
「
文
化
協

会
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

多
方
面
で
活
躍
。
2
0
1

2
年
、
2
人
の
娘
が
い
る

日
本
を
初
め
て
訪
れ
、
今

は
長
女
の
ソ
ニ
ア
タ
カ
コ

楠
本
さ
ん
と
暮
ら
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
「
ジ
ャ

ボ
ネ
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー

ド
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

日
本
人
は
信
頼
で
き
る
人

と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

昇
さ
ん
は
「
日
本
移
民
の

努
力
が
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に

い
か
に
貢
献
し
た
か
。
こ

れ
か
ら
も
両
国
友
好
の
歴

史
は
続
い
て
い
く
」
と
話

し
て
い
る
。

入
植
の
歴
史
紹
介
智
か
ら
企
画
展

企
画
展
「
日
本
移
民
の

汗
と
涙
が
や
っ
と
花
開
い

た
－
日
太
人
な
く
し
て
北

パ
ラ
ナ
の
開
拓
は
な
か
っ

た
」
が
2
4
日
か
ら
、
神
戸

市
中
央
区
山
本
通
3
の
海

外
移
住
と
文
化
の
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。

日
伯
協
会
主
催
で
、
日

本
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
関
係
樹

立
1
2
0
周
年
記
念
事
業

の
一
環
。
パ
ラ
ナ
州
北
部

へ
の
入
植
の
歴
史
や
生
活

ぶ
り
を
3
7
枚
の
パ
ネ
ル
で

紹
介
す
る
。

日
本
人
移
住
者
の
多
く

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
コ
ー

ピ
ー
農
園
な
ど
で
働
き
始

め
た
が
、
困
窮
か
ら
逃
れ

る
た
め
1
9
1
5
年
ご
ろ

か
ら
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま

れ
て
い
た
隣
の
パ
ラ
ナ
州

北
部
を
目
指
し
た
。

原
始
林
と
戦
い
、
家
を

建
て
、
鉄
道
を
敷
き
、
何

も
か
も
一
か
ら
の
出
発
。

入
植
者
同
士
が
力
を
合
わ

せ
、
生
き
抜
く
た
く
ま
し

い
様
子
が
パ
ネ
ル
の
写
真

か
ら
も
う
か
が
え
る
。

1
0
0
年
た
っ
た
今
、

パ
ラ
ナ
州
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
に
次
い
で
多
い
約
1
5
万

人
の
日
系
人
が
暮
ら
す
。

隔
間
圏
阻
園

兵
庫
県
と
友
好
捷
携
を

結
び
、
今
年
4
5
周
年
。
日

伯
協
会
の
細
江
清
司
事

窯
局
長
は
「
努
力
の
末
に
、

『
夢
の
国
』
を
体
現
、
故

郷
に
錦
を
飾
る
人
が
い

る
。
移
民
の
歴
史
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

いる。1
2
月
2
3
日
ま
で
。
月
曜

休
館
。
入
場
無
料
。

伊
丹
市
出
身
な
の
で
、

丹
大
便
を
さ
せ
て
い
た
だ

て
い
ま
す
。
清
酒
発
祥
の

で
俳
諸
文
化
等
、
歴
史
あ

風
情
が
感
じ
ら
れ
る
地
∵

が
豊
か
で
桜
、
霧
、
梅

い
っ
た
美
し
い
花
々
に
彩

れ
、
飛
行
機
だ
っ
て
い
ろ

な
都
市
に
飛
び
立
つ
よ
！
－

て
な
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
4
年
前
に
衰


